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出所：h t t p s : / / j a .wi k i p e d i a .o r g / wi k i / % E9 % 9 5% B7% E6% B1% 9 F（2016年 12 月 10 日Ӿ覧）
　以下、長ߐを重ܚから上海までの長ߐ下りの視察報告である。



































山ڦダムは、19 9 4年 12 月にண工し、15 年後の 2009 年に׬工した。全高は 185 m、全長 2309 m、総ஷ
水量は 39 3億 m3（日本全体のダム総ஷ水量の 2 ഒ相当）、年間発生電力量は 850 億 k Wh（中国の電ؾの








































































不正վ造などもىこり、事ނが増加した。2015 年 6 月、不正にվ造され、収容オーバーの観光客を৐
せて、横෩を受けてస෴した「東方の੕（観光ધ）」が多くの死ই者を出した。
　そもそも、下流域は、୯調でࡴ෩景な景৭が多く、面നみに欠けるので、見所のあるࡾڦとダムのク
ルーズを観光の目玉として利ӹを上げるという観光方਑にస換したと考えられる。
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　長ߐ沿いの中国の大都市である重ܚ、武׽、南京、上海とみてきたが、ݹい建物をյし、新たな高層
ॅ୐に建てସえる、都市վ造中であった。道࿏は自動車でौ଺し、大ؾ汚染で、どこに行ってもբΜで
いた。大ؾ汚染の影響によるのか、青空に太陽ということはなく、常にբΜでおりࣸਅには適さない状
況であった。
　長ߐが、巨大な物流ルートになっている。特に、ࡾڦダムの建設は、ダム上流部の水深を 100 メート
ル以上上昇させ、1 万トンڃのધഫのߤ行を可能にし、重ܚや武׽のような内཮部が上海のߓを通じて
直接に海外とも接ଓさせ、国際物流も可能となった。一方、長ߐは、大いなるドブ川といわれる΄ど、
環ڥ汚染が進行しているが、川下へ行く΄どΰミが流れている。また、途中の長ߐ沿岸部には多くの工
場が営業し、農地も化学ං料など使用されていることを考えると、目に見えない汚染物質が、ؚまれて
いることは予૝できる。しかし、ట流の長ߐ下りをしている限り、水質については֬認できない。
　中国が、環ڥ保護のパリ৚約の署名国になったことを考えると、中国は、環ڥ問題の深刻さがにؾ෇
き、対策に৐り出さざるを得なくなったのであろう。
　最後に、川෯が広く、Ώったりと流れる長ߐ下流の༦日は美しかった。
 （あきやま　けΜじ　ਆಸ川大学経済学部教授）
੖Ε͍ͯΔ͕ɺբΜͰ͍Δೆژの֗ฒΈ ࠷ऴدߓ஍ɿ͝Έの໨্ཱͭւのޖদ
ߓ
ඒ͍͠༦೔
－
